2004-10-19

UBL JPLSC会議（2004年10月）議事録

日時：2004年10月19日（火）9:30～12:00

場所：富士電機グループ第6応接室

出席者（敬称略）：

· サンブリッジソリューションズ）伊藤

· 日立システムアンドサービス）高木

· NECソフト）細田

· プロセス経営研究所）川内

· 富士電機情報サービス）斉藤

以下の議事録概要の担当の敬称は省略しています。

1． OASIS日本語Webページの紹介（伊藤）

· OASIS日本語Webページを今週中に立ち上げる予定。

· OASIS日本語ページのスポンサー企業を募集する計画。

· JPLSCの成果はOASIS日本語Webページに掲載できる。

2． UN/CEFACTとOASISのIPRポリシー（斉藤）

· OASISの新しいIPRポリシーは，OASIS日本代表の岡部様と共同でチェックし、サマリーを作成する。（伊藤）

· IPRポリシーは法的解釈の問題を含むので、英語のままで原則は理解、了承する必要がある。上記のサマリーは理解を助けるための参考文書（伊藤）

· ECOMのIPRポリシーを追加する。（斉藤）

3． BIE，DT，CCT，Representation Term解説（高木）

· Unspecialized Data Typeは，CCTを包含している。

· Unspecialized Data Typeは，Secondary Representation Termを記述するために登場したようだ。

· CCTは，UBL仕様書に含める意味合いが不明。

· BIE，DT，CCT，Representation Termの簡単な解説を作成する。（高木）

4． Specialized Data Typeの翻訳（斉藤）

· Specialized Data Typeの14個はコードが主体であり，これらにはCode Listがある。

· BIEの中にはCodeが多く登場するが，Code Listがないものがある。これらを具体的に利用するときはどうなるか。利用者にまかされているのか。利用者が勝手に定義して使用すると相互運用性が保てない。別途，調査・確認要。

· 今回の打合せで検討した内容を，「Business DocumentとData Typeの関係」に反映させる。（斉藤）

5． 今後の活動計画（上記の宿題以外）

· Index.htmlの日本語翻訳の完成：伊藤

· CodeとID の解説の作成（BIE，DT，CCT，Representation Term解説に追加しても良い）：高木

· Unspecialized Data Typeの日本語翻訳：細田

· Code Listのスプレッドシートの作成：伊藤

· ECALGAサブセット⇒UBLマッピング：斉藤

· これらの活動内容は，出来次第JPLSCメールリストで送付し，相互チェックする。

6． 今後の予定など

· PPSとUBLの関係についてコメントを出す。（川内）

· 今回の出席者の範囲では，11月初旬のUBLサンフランシスコ会議に参加できる人はいない。

· 次回のJPLSC会議：12月8日（水）9:30～12:00，サンブリッジソリューションズにて。
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